
 

コミュニティーのこのこ「 郷土の歴史 」講座② 

 

 ７月２９日は郷土の歴史講座の開催です。暑い中、多くの参加申し込みがあり、満席状

態、コロナ拡大中もあり、丹念な消毒や換気に気を付け万全な注意を払って臨みました。 

講師は昨年に引き続き、藤心地域ふるさと協議会、柏サンハイツ自治会で広報担当をさ

れている荻野健二さんにお願いしました。 

前回、参加者に女性が多かったことから、今回は郷土に関わる女性を取り上げて頂きま

した。 

「江口章子(あやこ)物語」と題して、その生い立ちから亡くなるまでの波乱に満ちた生

涯について、軽妙な語り口で講演して頂きました。 

 

当増尾ふるさと会館から程近いところに少林寺があります。その山門前に「 江口章子」

の由縁碑、さらに進むと歌碑。 

そこには有名な北原白秋との結婚、離別や少林寺ゆかりの戒仙禅師との結婚、土村増尾

の辻堂への寄寓などが記されています。 

歌碑には 

「手賀沼の みずのほとりを さまよいつ 葦かる音を わがものとせし」の歌 

荻野さんはここを端緒とされ、文献研究や現地調査を重ねられ、今回発表された 12枚の資

料にまとめられました。 



純真で慕情多き「 江口章子 」の人生が浮かび上がってきます。講師自身が研究しなが

ら「 恋してしまった 」と言われるほど、狂おしいまでの恋多き彷徨える女性が語られま

す。 

身近なところにすごい人が関わっていたと思われた方もたくさんいたと思います。 

今回もふるさと再発見につながったと、改めて感謝します。 

興味ある方は、少林寺の碑や増尾辻堂などゆかりの地を訪ねられたらいかがでしょう

か。 
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